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(57)【要約】
　１つの態様の方法は、表面を第１の内視鏡からの広帯
域光で照射する段階を含んでいる。広帯域光は、通常、
少なくとも２００ナノメートル（ｎｍ）の帯域幅を有し
ている。表面は、第２の走査ビーム内視鏡によって、少
なくとも１つの狭帯域光を含んでいるビームで走査され
る。狭帯域光は、通常、３ｎｍ未満の帯域幅を有してい
る。走査中、表面から後方散乱してしまった光が、走査
ビーム内視鏡で捕集される。捕集された後方散乱光は、
少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタを用いて
フィルタリング処理される。フィルタの帯域通過帯域幅
は、１５ｎｍ以下であり、狭帯域光の帯域幅と少なくと
も部分的に重なり合っている。フィルタリング処理済み
の後方散乱光が光検出器で検出される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法において、
　表面を、第１の内視鏡からの少なくとも２００ナノメートル（ｎｍ）の帯域幅を有する
広帯域光で照射する段階と、
　表面を、第２の走査ビーム内視鏡で、３ｎｍ未満の帯域幅を有する少なくとも１つの狭
帯域光を含んでいるビームで走査する段階と
　前記走査中、前記表面から後方散乱してしまった光を、前記走査ビーム内視鏡で捕集す
る段階と、
　前記捕集された後方散乱光を、少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタを用いて
フィルタリング処理する段階であって、前記フィルタの帯域通過帯域幅は、１５ｎｍ以下
であり、前記狭帯域光の前記帯域幅と少なくとも部分的に重なり合っている、フィルタを
用いてフィルタリング処理する段階と、
　フィルタリング処理済みの前記後方散乱光を検出する段階と、から成る方法。
【請求項２】
　検出された光に基づいて画像を作成する段階を更に含んでいる、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記フィルタリング処理する段階は、前記第１の内視鏡からの前記広帯域光で、後方散
乱して捕集される光の大部分を拒絶し、一方で、前記走査ビーム内視鏡からの前記狭帯域
光の大部分を通過させる段階を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記表面を照射するのに使用される前記広帯域光を、３０ｎｍ以下であり、前記帯域通
過帯域幅と少なくとも部分的に重なり合っている帯域拒絶帯域幅を有する、少なくとも１
つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタを用いて、フィルタリング処理する段階を更に含んでい
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記帯域拒絶帯域幅は、１０ｎｍ以下であり、前記帯域通過帯域幅を実質的に包含して
いる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記照射する段階は、前記表面を白色光で照射する段階を備えており、前記走査する段
階は、それぞれに３ｎｍ未満の帯域幅を有する複数の異なる狭帯域光を含んでいるビーム
で走査する段階を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記走査する段階は、前記表面を、それぞれに３ｎｍ未満の帯域幅を有する狭帯域赤色
光と狭帯域緑色光と狭帯域青色光とを含んでいるビームで走査する段階を含んでおり、
　前記フィルタリング処理する段階は、前記捕集された後方散乱光を、ぞれぞれに１５ｎ
ｍ以下の帯域通過帯域幅を有する赤色狭帯域帯域通過光学フィルタと緑色狭帯域帯域通過
光学フィルタと青色狭帯域帯域通過光学フィルタとを用いてフィルタリング処理する段階
を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記表面を前記広帯域光で照射する段階に先立ち、
　前記広帯域光を、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する赤色狭帯域帯域拒絶光学フィ
ルタを用いてフィルタリング処理する段階と、
　前記広帯域光を、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する青色狭帯域帯域拒絶光学フィ
ルタを用いてフィルタリング処理する段階と、
　前記広帯域光を、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する緑色狭帯域帯域拒絶光学フィ
ルタを用いてフィルタリング処理する段階と、を更に含んでいる、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
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　前記走査ファイバー内視鏡を前記第１の内視鏡のチャネルを通して導入する段階を更に
含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記走査する段階は、単一の片持ち式光ファイバーをその共振周波数のＱ倍以内で加振
する段階を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　器械において、
　内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェースと、
　３ナノメートル（ｎｍ）未満の帯域幅を有する少なくとも１つの狭帯域光を、前記内視
鏡に、前記コネクタインターフェースを通して提供するための少なくとも１つの狭帯域光
源と、
　前記内視鏡によって前記コネクタインターフェースを通して戻される光の光路内に置か
れた少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタであって、その帯域通過帯域幅が、１
５ｎｍ以下であり、前記狭帯域光の前記帯域幅と少なくとも部分的に重なり合っている、
少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　フィルタリング処理済みの前記光を検出するために前記フィルタの出力部に光学的に連
結されている光検出器と、を備えている器械。
【請求項１２】
　前記帯域通過帯域幅は、前記狭帯域光の前記帯域幅を実質的に包含している、請求項１
１に記載の器械。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの狭帯域光源は、複数の狭帯域光源を備えており、前記少なくとも
１つの狭帯域帯域通過光学フィルタは、複数の狭帯域帯域通過光学フィルタを備えており
、前記フィルタのそれぞれは、帯域幅が、前記光源の１つからの光と少なくとも部分的に
重なり合っている、請求項１１に記載の器械。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの狭帯域光源は、
　　３ｎｍ以下の第１帯域幅を有する第１狭帯域光を提供するための第１狭帯域光源と、
　　３ｎｍ以下の第２帯域幅を有する第２狭帯域光を提供するための第２狭帯域光源と、
　　３ｎｍ以下の第３帯域幅を有する第３狭帯域光を提供するための第３狭帯域光源と、
を備えており、
　前記少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタは、
　　１５ｎｍ以下であり、前記第１帯域幅と部分的に重なり合っている帯域通過帯域幅を
有する第１狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記第２帯域幅と部分的に重なり合っている帯域通過帯域幅を
有する第２狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記第３帯域幅と部分的に重なり合っている帯域通過帯域幅を
有する第３狭帯域帯域通過光学フィルタと、を備えている、請求項１１に記載の器械。
【請求項１５】
　前記コネクタインターフェースに接続されている前記内視鏡であって、単一の片持ち式
光ファイバーと、前記単一の片持ち式光ファイバーをその共振周波数のＱ倍以内で加振す
るためのアクチュエータとを備えている、前記内視鏡を更に備えている、請求項１１に記
載の器械。
【請求項１６】
　器械において、
　内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェースと、
　前記内視鏡に前記コネクタインターフェースを通して光を提供するための光源であって
、
　　３ナノメートル（ｎｍ）以下の帯域幅を有する狭帯域赤色光を提供するための赤色狭
帯域光源と、



(4) JP 2010-525922 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

　　３ナノメートル（ｎｍ）以下の帯域幅を有する狭帯域緑色光を提供するための緑色狭
帯域光源と、
　　３ナノメートル（ｎｍ）以下の帯域幅を有する狭帯域青色光を提供するための青色狭
帯域光源と、を含んでいる光源と、
　前記内視鏡によって前記コネクタインターフェースを通して戻される光を光学的にフィ
ルタリング処理するために、前記戻される光の光路に置かれているフィルタリング処理シ
ステムであって、
　　１５ｎｍ以下であり、前記狭帯域赤色光の帯域幅と少なくとも部分的に重なり合って
いる帯域通過帯域幅を有する赤色狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記狭帯域緑色光の帯域幅と少なくとも部分的に重なり合って
いる帯域通過帯域幅を有する緑色狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記狭帯域青色光の帯域幅と少なくとも部分的に重なり合って
いる帯域通過帯域幅を有する青色狭帯域帯域通過光学フィルタと、を含んでいるフィルタ
リング処理システムと、
　それぞれが前記赤色、緑色、及び青色の狭帯域帯域通過光学フィルタの何れかの出力部
に光学的に連結されている複数の光検出器と、を備えている器械。
【請求項１７】
　前記赤色、緑色、及び青色のフィルタの前記帯域通過帯域幅は、前記赤色、緑色、及び
青色の光の前記各帯域幅を包含している、請求項１６に記載の器械。
【請求項１８】
　前記赤色、緑色、及び青色の光を組み合わせるために、前記光源と前記コネクタインタ
ーフェースの間に連結されているコンバイナと、
　前記戻された光を、前記赤色、緑色、及び青色の各フィルタに提供される赤色、緑色、
及び青色の部分に分割するため、前記コネクタインターフェースと前記赤色、緑色、及び
青色のフィルタの間に連結されているスプリッタと、を更に備えている、請求項１６に記
載の器械。
【請求項１９】
　前記コネクタインターフェースに接続されている前記内視鏡であって、単一の片持ち式
光ファイバーと、前記単一の片持ち式光ファイバーをその共振周波数のＱ倍以内で加振す
るためのアクチュエータとを備えている、前記内視鏡を更に備えている、請求項１６に記
載の器械。
【請求項２０】
　器械において、
　内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェースと、
　広帯域光を前記内視鏡に前記コネクタインターフェースを通して提供するための広帯域
光源であって、少なくとも２００ナノメートル（ｎｍ）の帯域幅を有する広帯域光源と、
　前記広帯域光の光路に置かれた少なくとも１つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタであって
、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する少なくとも１つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタ
と、を備えている器械。
【請求項２１】
　前記フィルタは、前記コネクタインターフェースと前記光源の間に連結されている、請
求項２０に記載の器械。
【請求項２２】
　前記フィルタは、１０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有している、請求項２０に記載の器
械。
【請求項２３】
　前記光源は、白色光を提供するために白色光源を備えており、前記帯域拒絶帯域幅は、
赤色光、緑色光、及び青色光から選択された有色光を拒絶するものである、請求項２０に
記載の器械。
【請求項２４】
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　前記少なくとも１つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタは、
　２０ｎｍ以下である帯域拒絶帯域幅を有する第１狭帯域帯域拒絶光学フィルタと、
　２０ｎｍ以下である帯域拒絶帯域幅を有する第２狭帯域帯域拒絶光学フィルタと、
　２０ｎｍ以下である帯域拒絶帯域幅を有する第３狭帯域帯域拒絶光学フィルタと、を備
えている、請求項２０に記載の器械。
【請求項２５】
　前記第１フィルタは、赤色狭帯域帯域拒絶光学フィルタを備えており、前記第２フィル
タは、緑色狭帯域帯域拒絶光学フィルタを備えており、前記第３フィルタは、青色狭帯域
帯域拒絶光学フィルタを備えている、請求項２４に記載の器械。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、内視鏡に関する。厳密には、本発明の実施形態は、複数の内視鏡
システムでの画像取得時のフィルタリング処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、患者体内に挿入して体腔や管腔の内部を診察するか又は患者の内部の別の診
察を行うのに使用することができる器具又は装置である。
【０００３】
　内視鏡の一型式に走査ビーム内視鏡がある。走査ビーム内視鏡は、診査したい表面上に
ビーム又は照射スポットを走査する。表面の画像を作成するために、走査中の異なる時期
に照射スポットからの後方散乱光が走査ビーム内視鏡によって検出される。
【０００４】
　内視鏡のもう１つの型式に従来型の非走査ビーム内視鏡がある。この様な内視鏡は、診
査したい表面全体に、例えば１つ又はそれ以上の一般には大型のマルチモード光ファイバ
ーを通して提供される明白色光又は近白色光を浴びせる。後方散乱光は表面全体から同時
に捕集され、画像が作成される。この様な内視鏡の中には、後方散乱光を検出するのに、
内視鏡の遠位先端部に光検出アレイ、例えば電荷結合素子を含んでいるものがある。内視
鏡には他にも、後方散乱光を捕集して基地局へ戻すために、それぞれが画像の画素に対応
している多数の光ファイバーを使用しているものもある。基地局では、光を光検出アレイ
で検出するか又は別のやり方で使用して、画像が作成される。
【０００５】
　場合により、複数の内視鏡が組み合わせて使用されることもある。一例として、所謂マ
ザー内視鏡が所謂ドータ又はベビー内視鏡と共に使用されることがある。一例として、ド
ータ又はベビー鏡は、マザー内視鏡のリーチを超える区域を診査するのに使用されること
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願第２００６０１３８２３８号
【特許文献２】出願日不詳、公開番号不詳の、Richard S. Johnstonらによる同時係属米
国特許出願「複数の内視鏡間における画像取得の調整」（"COORDINATING IMAGE ACQUISIT
ION AMONG MULTIPLE ENDOSCOPES"）
【発明の概要】
【０００７】
　本発明は、本発明の実施形態を例示するのに使用される以下の説明並びに添付図面を参
照することにより深く理解されるであろう。
【０００８】
　以下の説明では、具体的な詳細事項が数多く記載されている。しかしながら、本発明の
実施形態は、これらの具体的な詳細事項無しに実施することもできるものと理解頂きたい
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。事例によっては、記述内容の理解をあいまいにしないために、周知の回路、構造、及び
技法を詳細に示していないものもある。
【０００９】
　或る特定の型式の内視鏡、例えば走査ビーム内視鏡を、他の内視鏡、例えば前述の従来
型の内視鏡などと組み合わせて使用する場合、難題が持ち上がることがある。例えば、走
査ビーム内視鏡からのビーム又は照射スポットで走査する表面が、同時にもう１つの内視
鏡からの光で照射されると、他方の内視鏡からの光の一部は、反射されるか又はそうでな
ければ後方散乱し、走査ビーム内視鏡によって捕集されることになる。他方の内視鏡から
のこの光は、一般には望ましくなく、走査ビーム内視鏡を使用して取得される画像のコン
トラストを下げるか又は品質に何らかの悪影響を及ぼす傾向を呈すノイズである場合もあ
る。
【００１０】
　発明者らは、複数の内視鏡システムの画像化のための改良されたシステムと方法を考案
した。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】デュアル内視鏡システムで行われる方法であって、本発明の実施形態により、走
査ビーム内視鏡システムによって捕集された後方散乱光をフィルタリング処理する段階を
含んでいる方法のフローチャートのブロック図である。
【図２】本発明の実施形態による、少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタを含ん
でいるデュアル内視鏡システムのブロック図である。
【図３】本発明の１つ又はそれ以上の実施形態による、少なくとも１つの狭帯域帯域拒絶
光学フィルタを含んでいる第１基地局のブロック図である。
【図４】本発明の実施形態による、フルカラー走査ビーム内視鏡の第２基地局の一例のブ
ロック図であり、基地局は、複数の狭帯域光源と複数の対応する狭帯域帯域通過光学フィ
ルタを含んでいる。
【図５】本発明の実施形態による、複数の狭帯域帯域拒絶光学フィルタを含んでいる第１
基地局の一例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、本発明の実施形態により、もう１つの内視鏡から発生した少なくとも幾らかの
光を除去することを目的に、走査ビーム内視鏡システムによって捕集された後方散乱光を
フィルタリング処理する段階を含んでいる、デュアル内視鏡システムでの画像処理の方法
１００のフローチャートのブロック図である。
【００１３】
　最初に、ブロック１０１で、画像化したい表面が、第１の内視鏡からの広帯域光で照射
される。少なくとも部分的には同時に、ブロック１０２で、表面は、第２の走査ビーム内
視鏡で、少なくとも１つの狭帯域光を含んでいるビームで走査される。本発明の実施形態
では、広帯域光として、通常、少なくとも２００ｎｍの帯域幅を有する白色又は近白色光
が表面に浴びせられ、一方、少なくとも１つの狭帯域光のそれぞれは、通常約３ｎｍ未満
の帯域幅を有している。
【００１４】
　ブロック１０３で、表面をビームで走査中、表面から反射するか又はそうでなければ後
方散乱した光が走査ビーム内視鏡で捕集される。なお、捕集される光には、走査ビーム内
視鏡からのビームの後方散乱した狭帯域光のみならず、第１の内視鏡からの後方散乱した
広帯域光も含まれる。先に述べた様に、第１の内視鏡からのこの光は、一般には望ましく
なく、走査ビーム内視鏡を使用して取得される画像のコントラストを下げるか又は品質に
何らかの悪影響を及ぼす傾向を呈すノイズである場合もある。
【００１５】
　重要なのは、本発明の実施形態では、捕集された後方散乱光は、ブロック１０４で、少
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なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタを用いてフィルタリング処理されることであ
る。簡潔にするため、狭帯域帯域通過光学フィルタをここでは単に帯域通過フィルタと呼
ぶこともある。本発明の実施形態では、少なくとも１つの帯域通過フィルタのそれぞれは
、１５ｎｍ以下、１０ｎｍ以下、又は５ｎｍ以下で、且つ少なくとも０．１ｎｍである帯
域通過帯域幅を有していてもよい。本発明の実施形態では、少なくとも１つの帯域通過フ
ィルタのそれぞれは、少なくとも１つの狭帯域光の対応する光の帯域幅と、少なくとも部
分的に重なり合うか、場合によっては実質的に重なり合うか、又はそれを完全に包含して
いる帯域幅を有していてもよい。
【００１６】
　好都合にも、様々な実施形態では、帯域通過フィルタを用いたフィルタリング処理は、
第１の内視鏡からの後方散乱して走査ビーム内視鏡で捕集される後方散乱広帯域光の少な
くとも幾らか又は殆ど又は実質的に全てを、拒絶するか又は減少させる。同時に、重なり
合いにより、ビームからの後方散乱狭帯域光の少なくとも幾らか又は殆ど又は実質的に全
ては、帯域通過フィルタを素通りすることになる。更に、帯域通過フィルタを用いたフィ
ルタリング処理は、周辺光（即ち、必ずしも第１の内視鏡からとは限らない）又はビーム
からの後方散乱光以外の他の光で、後方散乱してしまい走査ビーム内視鏡によって捕集さ
れる光を拒絶するのに役立つ。
【００１７】
　次に、ブロック１０５で、フィルタリング処理された後方散乱光が、例えば１つ又はそ
れ以上の光検出器で検出される。この検出された光は、ビームで走査された表面の画像を
作成するのに使用される。好都合にも、広帯域光及び／又は周辺光の帯域通過フィルタに
よる拒絶又は減少は、走査ビーム内視鏡を使用して取得される画像のコントラスト及び品
質を向上させるのに役立つ。
【００１８】
　図２は、本発明の実施形態による、少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタ２３
０を含んでいるデュアル内視鏡システム２１０のブロック図である。このシステムは、第
１の内視鏡２１２、第１基地局２１６、第２の内視鏡２１４、及び第２基地局２２２を含
んでいる。
【００１９】
　周知の様に、内視鏡は、体腔や管腔の内部を診察するか又は患者の内部の別の診察を行
うのに患者体内に挿入される器具又は装置である。適した型式の内視鏡の例として、気管
支鏡、結腸鏡、胃鏡、十二指腸鏡、Ｓ状結腸鏡、胸腔鏡、尿管鏡、上顎洞内視鏡、ボロス
コープ、及び胸腔鏡が挙げられるが、これらはその内のほんの数例であり、これらに限定
されるものではない。
【００２０】
　図では、第１及び第２の内視鏡は、それぞれ、マザー内視鏡とドータ内視鏡として配置
又は構成されているが、これは必須ではない。一例として、ドータ鏡は、使用前又は使用
中に、マザー鏡の内部作業チャネルを通して挿入されるか又は別のやり方で導入すること
ができる。代わりに、第２の内視鏡がマザー鏡として構成され、第１の内視鏡がドータ鏡
として構成されていてもよい。更に別の選択肢として、第１及び第２の内視鏡は、マザー
とドータとして構成されるのではなく、単に同じ区域で使用されているだけでもよい。
【００２１】
　第１基地局は、第１の内視鏡を接続できるようにする第１コネクタインターフェース２
２０を有している。第１基地局は、更に、広帯域光源２１８を有している。内視鏡で使用
されている従来型の広帯域光源が適している。広帯域光源は、広帯域光を第１の内視鏡に
第１コネクタインターフェースを通して提供することができる。本発明の実施形態では、
広帯域光は、通常、少なくとも２００ナノメートル（ｎｍ）の帯域幅を有している。
【００２２】
　第２基地局は、同様に、第２の内視鏡を接続できるようにする第２コネクタインターフ
ェース２２４を有している。第２基地局は、更に、少なくとも１つの狭帯域光源２２８を
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有している。本発明の実施形態では、第２基地局は、複数の狭帯域光源を含んでいてもよ
い。適した狭帯域光源の例として、限定するわけではないが、レーザ、レーザダイオード
、垂直共振器面発光レーザ（ＶＣＳＥＬ）、当技術で知られている他の発光素子、及びそ
れらの組合せが挙げられる。それぞれの狭帯域光源は、対応する狭帯域光を第２の内視鏡
に第２コネクタインターフェースを通して提供することができる。本発明の実施形態では
、それぞれの狭帯域光は、通常、約３ｎｍ未満の帯域幅を有している。
【００２３】
　本発明の実施形態では、第２基地局には、少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィル
タ２３０を設けることができる。本発明の実施形態では、第２基地局には、複数のその様
な帯域通過フィルタを設けてもよい。図示の様に、帯域通過フィルタのそれぞれは、第２
コネクタインターフェースと、走査ビーム内視鏡によってコネクタインターフェースを通
して戻される光の光路内で光学的に連結されている。周知の様に、帯域通過フィルタは、
特定の連続する帯域通過帯域幅を有する波長を通し、一方でこの帯域通過帯域幅より上又
は下の波長を拒絶するか又は減衰させることができる。
【００２４】
　本発明の様々な実施形態では、帯域通過フィルタのそれぞれは、１５ｎｍ以下、１０ｎ
ｍ以下、又は５ｎｍ以下で、且つ少なくとも０．１ｎｍである帯域通過帯域幅を有してい
てもよい。本発明の実施形態では、帯域通過フィルタのそれぞれは、少なくとも１つの狭
帯域光源２２８からの対応する狭帯域光の帯域幅と、少なくとも部分的に重なり合うか、
又は場合によっては実質的に重なり合うか、又はそれを完全に包含している帯域幅を有し
ていてもよい。一般に、重なり量が多いほど、捕集される後方散乱狭帯域光でフィルタを
通過する光の割合は大きくなる。更に、帯域通過帯域幅が小さいほど、一般に、広帯域光
と周辺光の減少率を高めることができる。
【００２５】
　第２基地局は、更に、帯域通過フィルタの出力に光学的に連結されている少なくとも１
つの光検出器２３２を含んでいる。適した形式の光検出器の例として、限定するわけでは
ないが、光ダイオード、光電子増倍管、光トランジスタ、当技術で知られている他の光検
出器、及びそれらの組合せが挙げられる。光検出器は、帯域通過フィルタを通されたフィ
ルタリング処理済みの光を検出する。代わりに、基地局に光検出器及び帯域通過フィルタ
を含むのではなく、それらの構成部品は、随意的に、走査ビーム内視鏡に含まれていても
よい。
【００２６】
　第２基地局は、更に、アクチュエータドライバ２２６を含んでいる。アクチュエータド
ライバは、アクチュエータドライブ信号を走査ビーム内視鏡に接続インターフェースを通
して提供する。アクチュエータドライブ信号は、単一の片持ち式光ファイバー、可動式反
射器、又は走査ビーム装置の他の走査用光学要素（図示せず）を作動させるようになって
いてもよい。
【００２７】
　使用時、内視鏡は表面２３４の付近に配置される。広帯域光源は、広帯域光２３６を第
１の内視鏡に提供する。第１の内視鏡は、広帯域光２３８で表面を照射することができる
。後方散乱光２４０が、第１の内視鏡によって捕集され、これを使用して画像が作成され
る。
【００２８】
　表面の照射と同時に、少なくとも１つの狭帯域光源のそれぞれは、狭帯域光２４２を走
査ビーム内視鏡に提供する。アクチュエータドライバは、アクチュエータドライブ信号を
走査ビーム内視鏡に提供する。アクチュエータドライブ信号は、走査ビーム内視鏡に、表
面を、少なくとも１つの狭帯域光のそれぞれを含んでいるビーム又は照射スポット２４４
で、螺旋、プロペラ、ラスター又は他の走査パターンに走査させることができることがで
きるようになっていてもよい。本発明の実施形態では、走査中、走査ビーム内視鏡の単一
の片持ち式光ファイバーは、その共振周波数のＱ倍近くまでか又はその範囲内で加振され
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てもよい。更に、その様な走査に関する背景情報は、必要であれば、Richard S. Johnsto
nらによる米国特許出願第２００６０１３８２３８号「高フレームレート実現のための走
査ビーム装置の駆動方法」で入手できる。
【００２９】
　走査ビーム内視鏡は、ビーム又は照射スポットの後方散乱部分２４６を捕集することが
できる。通常、走査ビーム内視鏡は、広帯域光の後方散乱部分２４８も捕集する。更に、
恐らくは周辺光が捕集される可能性がある。捕集された後方散乱光は、第２基地局に戻さ
れ、本書の他の所で説明されている様に、帯域通過フィルタによってフィルタリング処理
される。フィルタリング処理された光は、光検出器に提供される。検出された光に基づい
て、表面の画像が作成される。好都合にも、フィルタリング処理によって、広帯域光及び
／又は周辺光の少なくとも一部、多く、又は殆どが除去されるので、画像のコントラスト
と品質が向上することになる。
【００３０】
　なお、そうはいっても、広帯域光及び／又は周辺光の極一部は、帯域通過帯域幅と重な
り合う帯域幅を有しているかもしれず、その場合、光は帯域通過フィルタを素通りしてし
まう傾向にある。図３は、本発明の１つ又はそれ以上の実施形態による、少なくとも１つ
の狭帯域帯域拒絶光学フィルタ３５０を含んでいる第１基地局３１６のブロック図である
。当該第１基地局は、他の点では、図２に示されている第１基地局２１６と同様か又は場
合によっては同じであってもよい。
【００３１】
　基地局は、内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェース３２０を含んでい
る。同基地局は、更に、広帯域光を内視鏡にコネクタインターフェースを通して提供する
ために、広帯域光源３１８を含んでいる。既に述べた様に、本発明の実施形態では、広帯
域光は、通常、少なくとも２００ｎｍの帯域幅を有している。
【００３２】
　基地局は、更に、少なくとも１つの随意的な狭帯域帯域拒絶光学フィルタ３５０を含ん
でいる。簡潔にするため、狭帯域帯域拒絶光学フィルタをここでは単に帯域拒絶フィルタ
と呼ぶこともある。帯域拒絶フィルタは、更に、当技術では、時にノッチフィルタとして
も知られている。本発明の実施形態では、基地局は、複数の帯域拒絶フィルタを含んでい
てもよい。
【００３３】
　帯域拒絶フィルタは、広帯域光の光路に設置又は配置されている。図示の様に、帯域拒
絶フィルタは、広帯域光源とコネクタインターフェースの間に連結することができる。代
わりに、帯域拒絶フィルタは、コネクタインターフェースか又は第１の内視鏡内に含まれ
ていてもよい。
【００３４】
　画像の取得時、帯域拒絶フィルタが広帯域光を受光し、そしてフィルタリング処理を施
して初めて、その光は表面を照射するのに使用される。周知の様に、帯域拒絶フィルタは
、特定の帯域拒絶帯域内の波長を拒絶し、一方で、帯域外の波長を通過させる。
【００３５】
　本発明の様々な実施形態では、帯域拒絶帯域幅は、図２の狭帯域帯域通過光学フィルタ
２３０の帯域幅及び／又は狭帯域光源２２８からの狭帯域光の帯域幅と、少なくとも部分
的に重なり合うか、又は場合によっては実質的に重なり合うか、又はそれを完全に含有し
ていてもよい。一般的に、重なりの量が多いほど、帯域通過フィルタを通過することがで
きる広帯域光で、帯域拒絶フィルタによって除去されるはずの光の割合は大きくなる。
【００３６】
　本発明の実施形態では、帯域拒絶帯域幅は、狭帯域帯域通過光学フィルタを通り抜けて
しまう傾向にある広帯域光の大部分、殆ど、又は実質的に全部を除去できるほどに大きく
、且つ広帯域光の白色度又は光学的特性を著しく変化させてしまわない程度に小さくなっ
ていてもよい。本発明の様々な実施形態では、帯域拒絶フィルタは、３０ｎｍ以下、２０
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ｎｍ以下、１５ｎｍ以下、１０ｎｍ以下、５ｎｍ以下、又は約１ｎｍから３ｎｍの帯域拒
絶帯域幅を有していてもよい。帯域拒絶帯域幅は、少なくとも０．１ｎｍであってもよい
。
【００３７】
　この様にして、帯域拒絶フィルタは、そうでなければ走査ビーム内視鏡の基地局の帯域
通過フィルタ２３０を素通りしてしまう傾向にある広帯域光の少なくとも一部をフィルタ
に掛けて撥ねるか、拒絶するか、又は別に除去することができる。これは、走査ビーム内
視鏡を使用して作成される画像のコントラスト又は品質を向上させるのに更に役立つ。
【００３８】
　単一の狭帯域光源と単一の対応する帯域通過フィルタを備えている走査ビーム内視鏡シ
ステムは、白黒又は単色の画像を取得するのに有用であるかもしれない。しかしながら、
実施形態では、カラー画像を取得するのが望ましい場合もある。
【００３９】
　図４は、本発明の実施形態による、フルカラー走査ビーム内視鏡のための第２基地局４
２２の一例のブロック図であり、同基地局は、複数の狭帯域光源４２８Ｒ、４２８Ｇ、４
２８Ｂ及び複数の対応する狭帯域帯域通過光学フィルタ４３０Ｒ、４３０Ｇ、４３０Ｂを
含んでいる。当該第２基地局は、他の点では、図２に示されている第２基地局２２２と同
様か又は場合によっては同一であってもよい。
【００４０】
　基地局は、赤色狭帯域光源４２８Ｒ、緑色狭帯域光源４２８Ｇ、及び青色狭帯域光源４
２８Ｂを含む光源４５２を含んでいる。システムが有効な画像を作成するのに、厳密な赤
、緑、及び青の色は必要無い。そのため、ここで使用されている「赤色」「緑色」「青色
」は、何らかの特定の平均帯域幅を意味しているのではなく、むしろ、相対的に「赤みが
かった」、「緑がかった」、「青みがかった」光を網羅することを意図している。従って
、青色は、例えば、相対的に青緑色をしている光を指すこともある。或いは、赤色、緑色
、及び青色の光源は、随意的に、他の適した光源、例えば、紫色、青緑色、赤紫色、赤外
色などと置き換えてもよい。本発明の様々な実施形態では、赤色、緑色、及び青色の各光
源は、約３ｎｍ未満の帯域幅を有していてもよい。
【００４１】
　適した赤色光源は、ニュージャージー州、ニュートンのThorlabs社から市販されている
、６３５ｎｍモデルLPS-635レーザダイオードである。適した青色光源は、日本、東京の
日亜化学工業株式会社から市販されている、４４０ｎｍモデルNDHB510APAEIレーザダイオ
ードである。適した緑色光源は、B & W Tech社から市販されている、５３２ｎｍのBWN-53
2-20-SMFダイオードポンプ型固体レーザである。しかしながら、本発明の範囲は、無論こ
れらの特定の光源に限定されるものではない。
【００４２】
　それぞれの光源は、例えば、別体の単モード光ファイバーを通して赤緑青色（ＲＧＢ）
コンバイナ４５４に連結されている。ＲＧＢコンバイナは、光源とコネクタインターフェ
ースの間に連結されており、狭帯域幅の赤色、緑色、及び青色の光を組み合わせてＲＧＢ
照射光を作り出し、この光が基地局のコネクタインターフェースに提供されるようになっ
ていてもよい。適したＲＧＢコンバイナの一例は、英国、デボンのSIFAM Fibre Optics社
から市販されている、635/532/440RGBコンバイナである。
【００４３】
　図示の様に、基地局は、更に、光学ＲＧＢスプリッタ４５６を含んでいる。ＲＧＢスプ
リッタは、コネクタインターフェースと連結されている内視鏡によって捕集された後方散
乱光を受光するようコネクタインターフェースと光学的に連結されている。一例として、
内視鏡は、捕集された後方散乱光をコネクタインターフェースに戻すために１つ又はそれ
以上の光ファイバーを有していてもよい。ＲＧＢスプリッタは、受け入れた光を赤色、緑
色、及び青色の部分に分割することができる。一例として、ＲＧＢスプリッタは、従来式
の合焦用光学器と２色型ビームスプリッタとのアッセンブリを含んでいてもよい。
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【００４４】
　基地局は、更に、内視鏡によってコネクタインターフェースを通して戻される光の光路
内にフィルタリング処理システム４５８を含んでいる。フィルタリング処理システムは、
赤色狭帯域帯域通過光学フィルタ４３０Ｒ、緑色狭帯域帯域通過光学フィルタ４３０Ｇ、
及び青色狭帯域帯域通過光学フィルタ４３０Ｂを含んでいる。上記フィルタのそれぞれは
、捕集された後方散乱光の赤色、緑色、及び青色の各部分を受け入れるために、ＲＧＢス
プリッタの出力部に光学的に連結することができる。代わりに、１つ又はそれ以上の実施
形態では、ＲＧＢスプリッタは、随意的に省略してもよい。例えば、光を分割するＲＧＢ
スプリッタを用いるのではなく、内視鏡の１つ又はそれ以上の光ファイバーの第１のセッ
トを使用して、捕集された後方散乱光を赤色フィルタに運び、第２のセットを使用して、
捕集された後方散乱光を緑色フィルタに運び、そして第３のセットを使用して、捕集され
た後方散乱光を青色フィルタに運ぶようにしてもよい。しかしながら、この手法には検出
される光の量が減少する傾向がある。
【００４５】
　赤色、緑色、及び青色の各帯域通過フィルタの帯域通過帯域幅は、光源からの赤色、緑
色、及び青色の光の帯域幅と、少なくとも部分的に重なり合うか、場合によっては実質的
に重なり合うか、又はそれを完全に包含していてもよい。本発明の様々な実施形態では、
赤色、緑色、及び青色の帯域通過フィルタのそれぞれは、１５ｎｍ以下、１０ｎｍ以下、
又は５ｎｍ以下で、且つ少なくとも０．１ｎｍより大きい帯域通過帯域幅を有していても
よい。
【００４６】
　適した赤色帯域通過フィルタの一例に、ニュージャージー州、バーリントンのEdmund O
ptics社から市販されている43-082がある。適した緑色帯域通過フィルタの一例には、Edm
und Optics社から市販されている43-070がある。適した青色帯域通過フィルタの一例には
、Edmund Optics社から市販されている43-058がある。
【００４７】
　基地局は、更に、それぞれに、赤色、緑色、及び青色の各帯域通過フィルタの出力部に
光学的に連結されている、複数の光検出器４６０を含んでいる。具体的には、基地局は、
赤色光検出器４３２Ｒ、緑色光検出器４３２Ｇ、及び青色光検出器４３２Ｂを含んでいる
。適した光検出器の一例に、日本の浜松ホトニクス株式会社から市販されているH7826光
電子倍増管がある。
【００４８】
　図５は、本発明の実施形態による、複数の狭帯域帯域拒絶光学フィルタ５５０Ｒ、５５
０Ｇ、５５０Ｂを含んでいる第１基地局５１６の一例のブロック図である。当該第１基地
局は、他の点では、図２に示されている第１基地局２１６と同様か又は場合によっては同
一であってもよい。
【００４９】
　基地局は、コネクタインターフェース５２０と広帯域光源５１８を含んでいる。基地局
は、更に、赤色狭帯域帯域拒絶光学フィルタ５５０Ｒ、緑色狭帯域帯域拒絶光学フィルタ
５５０Ｂ、及び青色狭帯域帯域拒絶光学フィルタ５５０Ｂを含んでいる。帯域拒絶フィル
タは、広帯域光の光路内に光学的に直列に連結されている。図示の直列順序は必須ではな
い。
【００５０】
　赤色、緑色、及び青色の帯域拒絶フィルタは、広帯域光の狭帯域幅の赤色、緑色、及び
青色の部分を個々に除去するようになっていてもよい。除去される光の赤色、緑色、及び
青色の部分は、図４の光源４５２からの赤色、緑色、及び青色の光と、少なくとも部分的
に又は完全に重なり合っていてもよい。本発明の１つ又はそれ以上の実施形態では、赤色
、緑色、及び青色の各帯域拒絶光学フィルタの帯域拒絶帯域幅は、３０ｎｍ以下、２０ｎ
ｍ以下、１５ｎｍ以下、１０ｎｍ以下、又は５ｎｍ以下で、且つ少なくとも０．１ｎｍで
あってもよい。
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【００５１】
　ここに開示されている帯域通過フィルタは、複数の内視鏡システムに限定されるもので
はないと理解頂きたい。帯域通過フィルタは、走査ビーム内視鏡が、強い光の環境で使用
される、及び／又は照らされているか又は明るい表面の画像を取得するのに使用される際
に、望ましくない光を減少させるのにも有用である。
【００５２】
　ここに説明されている手法と共に随意的に使用することのできる関連する手法が、出願
日不詳、公開番号不詳の、Richard S. Johnstonらによる同時係属米国特許出願「複数の
内視鏡間における画像取得の調整」（"COORDINATING IMAGE ACQUISITION AMONG MULTIPLE
 ENDOSCOPES"）に記載されている。
【００５３】
　説明と特許請求の範囲では、用語「連結されている」及び「接続されている」、並びに
それらの派生語が使用されていることがある。それらの用語は、互いを同義語とする意図
は無いものと理解頂きたい。むしろ、特定の実施形態では、「接続されている」は、２つ
又はそれ以上の要素が互いに物理的又は電気的に直接接触していることを表すのに使用さ
れている。「連結されている」は、２つ又はそれ以上の要素が、物理的又は電気的に直接
接触していることを意味する。しかしながら、「連結されている」には、２つ又はそれ以
上の要素が、互いに直接的には接触していないが、なお互いに協働又は対話しているとい
う意味もある。
【００５４】
　以上の説明では、本発明の実施形態を十分に理解して頂くために、説明を目的として多
数の特定の詳細事項を述べてきた。説明されている特定の実施形態は、本発明に制限を課
すためではなく、本発明を例示するために提供されている。実施形態は、それらの特定の
詳細事項の一部無しに実施することもできる。更に、ここに開示されている実施形態に対
し、例えば、構成要素の構成、機能、及び作動方法と使用方法に対する修正を加えること
もできる。図に示され明細書に説明されているものと等価の関係は全て本発明の実施形態
の中に包含される。本発明の範囲は、上に提供されている特定の例によってではなく、下
の特許請求の範囲によって断定される。更に、適切と見なされた場合、参照番号又は参照
番号の末端部は、潜在的に類似の特徴を有する可能性のある対応する又は類似の要素を表
すために各図で繰り返し使用されることがあったかもしれない。
【００５５】
　更に、本明細書全体を通じて、例えば「１つの実施形態」、「或る実施形態」、又は「
１つ又はそれ以上の実施形態」という言及は、本発明の実施には或る特定の特性が含まれ
ていることを意味するものと理解頂きたい。同様に、説明の中では、様々な特性は、開示
の合理化及び様々な発明の態様の理解を支援する目的で、それらの単一の実施形態、図面
、又は記述において、時には、グループにまとめられていることもあるものと理解頂きた
い。しかしながら、開示のこの方法は、本発明がそれぞれの特許請求の範囲に明示的に列
挙されているより多くの特性を必要とするという意図を反映したものと解釈されるべきで
はない。そうではなく、以下の特許請求の範囲が示す様に、発明の態様は、単一の開示さ
れている実施形態の特性の全てよりも少ないところに位置していてもよい。而して、詳細
な説明の後に続く特許請求の範囲は、これによりこの詳細な説明の中に明示的に盛り込ま
れており、それぞれの請求項は、本発明の別々の実施形態として独立している。



(13) JP 2010-525922 A 2010.7.29

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2010-525922 A 2010.7.29

【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面を、第１の内視鏡からの少なくとも２００ナノメートル（ｎｍ）の帯域幅を有する
広帯域光で照射する段階と、
　表面を、第２の走査ビーム内視鏡で、３ｎｍ未満の帯域幅を有する少なくとも１つの狭
帯域光を含んでいるビームで走査する段階と
　前記走査中、前記表面から後方散乱してしまった光を、前記走査ビーム内視鏡で捕集す
る段階と、
　前記捕集された後方散乱光を、少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタを用いて
フィルタリング処理する段階であって、前記フィルタの帯域通過帯域幅は、１５ｎｍ以下
であり、前記狭帯域光の前記帯域幅と少なくとも部分的に重なり合っている、フィルタを
用いてフィルタリング処理する段階と、
　フィルタリング処理済みの前記後方散乱光を検出する段階と、から成る方法。
【請求項２】
　検出された光に基づいて画像を作成する段階を更に含んでいる、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記フィルタリング処理する段階は、前記第１の内視鏡からの前記広帯域光で、後方散
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乱して捕集される光の大部分を拒絶し、一方で、前記走査ビーム内視鏡からの前記狭帯域
光の大部分を通過させる段階を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記表面を照射するのに使用される前記広帯域光を、３０ｎｍ以下であり、前記帯域通
過帯域幅と少なくとも部分的に重なり合っている帯域拒絶帯域幅を有する、少なくとも１
つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタを用いて、フィルタリング処理する段階を更に含んでい
る、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記照射する段階は、前記表面を白色光で照射する段階を備えており、前記走査する段
階は、それぞれに３ｎｍ未満の帯域幅を有する複数の異なる狭帯域光を含んでいるビーム
で走査する段階を含んでいる、請求項２から４の何れかに記載の方法。
【請求項６】
　前記走査する段階は、前記表面を、それぞれに３ｎｍ未満の帯域幅を有する狭帯域赤色
光と狭帯域緑色光と狭帯域青色光とを含んでいるビームで走査する段階を含んでおり、
　前記フィルタリング処理する段階は、前記捕集された後方散乱光を、ぞれぞれに１５ｎ
ｍ以下の帯域通過帯域幅を有する赤色狭帯域帯域通過光学フィルタと緑色狭帯域帯域通過
光学フィルタと青色狭帯域帯域通過光学フィルタとを用いてフィルタリング処理する段階
を含んでいる、請求項２から４の何れかに記載の方法。
【請求項７】
　前記表面を前記広帯域光で照射する段階に先立ち、
　前記広帯域光を、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する赤色狭帯域帯域拒絶光学フィ
ルタを用いてフィルタリング処理する段階と、
　前記広帯域光を、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する青色狭帯域帯域拒絶光学フィ
ルタを用いてフィルタリング処理する段階と、
　前記広帯域光を、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する緑色狭帯域帯域拒絶光学フィ
ルタを用いてフィルタリング処理する段階と、を更に含んでいる、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェースと、
　３ナノメートル（ｎｍ）未満の帯域幅を有する少なくとも１つの狭帯域光を、前記内視
鏡に、前記コネクタインターフェースを通して提供するための少なくとも１つの狭帯域光
源と、
　前記内視鏡によって前記コネクタインターフェースを通して戻される光の光路内に置か
れた少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタであって、その帯域通過帯域幅が、１
５ｎｍ以下であり、前記狭帯域光の前記帯域幅と少なくとも部分的に重なり合っている、
少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　フィルタリング処理済みの前記光を検出するために前記フィルタの出力部に光学的に連
結されている光検出器と、を備えている装置。
【請求項９】
　前記帯域通過帯域幅は、前記狭帯域光の前記帯域幅を実質的に包含している、請求項８
に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの狭帯域光源は、複数の狭帯域光源を備えており、前記少なくとも
１つの狭帯域帯域通過光学フィルタは、複数の狭帯域帯域通過光学フィルタを備えており
、前記フィルタのそれぞれは、帯域幅が、前記光源の１つからの光と少なくとも部分的に
重なり合っている、請求項８又は９の何れかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの狭帯域光源は、
　　３ｎｍ以下の第１帯域幅を有する第１狭帯域光を提供するための第１狭帯域光源と、
　　３ｎｍ以下の第２帯域幅を有する第２狭帯域光を提供するための第２狭帯域光源と、
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　　３ｎｍ以下の第３帯域幅を有する第３狭帯域光を提供するための第３狭帯域光源と、
を備えており、
　前記少なくとも１つの狭帯域帯域通過光学フィルタは、
　　１５ｎｍ以下であり、前記第１帯域幅と部分的に重なり合っている帯域通過帯域幅を
有する第１狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記第２帯域幅と部分的に重なり合っている帯域通過帯域幅を
有する第２狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記第３帯域幅と部分的に重なり合っている帯域通過帯域幅を
有する第３狭帯域帯域通過光学フィルタと、を備えている、請求項８又は９の何れかに記
載の装置。
【請求項１２】
　内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェースと、
　前記内視鏡に前記コネクタインターフェースを通して光を提供するための光源であって
、
　　３ナノメートル（ｎｍ）以下の帯域幅を有する狭帯域赤色光を提供するための赤色狭
帯域光源と、
　　３ナノメートル（ｎｍ）以下の帯域幅を有する狭帯域緑色光を提供するための緑色狭
帯域光源と、
　　３ナノメートル（ｎｍ）以下の帯域幅を有する狭帯域青色光を提供するための青色狭
帯域光源と、を含んでいる光源と、
　前記内視鏡によって前記コネクタインターフェースを通して戻される光を光学的にフィ
ルタリング処理するために、前記戻される光の光路に置かれているフィルタリング処理シ
ステムであって、
　　１５ｎｍ以下であり、前記狭帯域赤色光の帯域幅と少なくとも部分的に重なり合って
いる帯域通過帯域幅を有する赤色狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記狭帯域緑色光の帯域幅と少なくとも部分的に重なり合って
いる帯域通過帯域幅を有する緑色狭帯域帯域通過光学フィルタと、
　　１５ｎｍ以下であり、前記狭帯域青色光の帯域幅と少なくとも部分的に重なり合って
いる帯域通過帯域幅を有する青色狭帯域帯域通過光学フィルタと、を含んでいるフィルタ
リング処理システムと、
　それぞれが前記赤色、緑色、及び青色の狭帯域帯域通過光学フィルタの何れかの出力部
に光学的に連結されている複数の光検出器と、を備えている装置。
【請求項１３】
　前記赤色、緑色、及び青色のフィルタの前記帯域通過帯域幅は、前記赤色、緑色、及び
青色の光の前記各帯域幅を包含している、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記赤色、緑色、及び青色の光を組み合わせるために、前記光源と前記コネクタインタ
ーフェースの間に連結されているコンバイナと、
　前記戻された光を、前記赤色、緑色、及び青色の各フィルタに提供される赤色、緑色、
及び青色の部分に分割するため、前記コネクタインターフェースと前記赤色、緑色、及び
青色のフィルタの間に連結されているスプリッタと、を更に備えている、請求項１２又は
１３の何れかに記載の装置。
【請求項１５】
　内視鏡を接続できるようにするコネクタインターフェースと、
　広帯域光を前記内視鏡に前記コネクタインターフェースを通して提供するための広帯域
光源であって、少なくとも２００ナノメートル（ｎｍ）の帯域幅を有する広帯域光源と、
　前記広帯域光の光路に置かれた少なくとも１つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタであって
、３０ｎｍ以下の帯域拒絶帯域幅を有する少なくとも１つの狭帯域帯域拒絶光学フィルタ
と、を備えている装置。
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摘要(译)

一个方面的方法可以包括用来自第一内窥镜的宽带宽光照射表面。宽带
宽光通常具有至少200纳米（nm）的带宽。可以用第二扫描光束内窥镜
在表面上扫描包括至少一个窄带宽光的光束。窄带宽光通常具有小于
3nm的带宽。在扫描期间，可以用扫描光束内窥镜收集从表面反向散射
的光。可以用至少一个窄带宽带通滤光器对收集的反向散射光进行滤
波。滤波器的带通带宽可以不大于15nm，并且可以至少部分地与窄带宽
光的带宽重叠。可以用光电检测器检测滤波后向散射光。
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